
地

球

尊

温

○

世

界

最

深

の
海

底

田

本

近

海

に
発

見

き

る

取
年
八
月

十
四
日
榊
布
綿
肺
州
ハ舵
長
路
細
大
促
成
漸
拙血
)
は
北
紺
三
四
度

一
七
分
米

め
ら

純

一
凹

1
度

1
六
分
即
ち
房
洲
の
博
端
祐

良

の
摘
米
約
八
十
紐
､
伊
豆
七

縫
三
宅
島
の
東
方
約
九
十
拙
句
地
鮎
で

九
､
九
五
〇
米
以
上

tJ
い
ふ
現
在
世

丸
皮
粍
り
北
律
貿
綿
飴
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
東
約
五
十
氾
り

九
､
七
八
八
光
に
比
し
て
少
-
J
甘
数
十
光
よ
り
拭
い
盛
が
従
兄
さ
れ
iL

満
州
艦
は
海
関
に
存
在
振
ti
L

Lヾ
L
i1
概
ね
探
る
筋
め
.1
此
の
附
妊
ね
八

月
十
四
日
か
ら
十
九
日
ま
で
鋳
測
ね
行
っ
て
.
疑
問
の

暗礁
私
費
見
せ
ず

に
､
却
っ
て
現
今
ま
で
知
ら
れ
i1
叔
拓
蒔
底
よ
り
-
鑑
に
深
い
虞
私
発
見

L
ii
の
で
あ
る
O
而
し
て
醐
碓
捗
り
鋼
鉄
級
が
九
九
五
〇
兆
ま
で
絞
出
L

ii
時
に
何
.は
海
底
ー二
速
L
な
い
で
切
れ
て
し
ま
つ
iL
ミ

い
ふ
か
ら
､
糾
密

の
探
さ
が
知
れ
ぬ
｡
恐
ら
-

f
C
)､
0
0
0
米
を
焔
ゆ
る
斑
等
yJ
考

へ
て

よ
か
ら
う
J

同
賦
1
1

昨
年
六
月
小
笠
脱
父
島
の
北
方
約
官
六
氾
即
ち
今
回
党
風
の

虞
か
ら
閲
約
三
宵
粒
の
弛
鮎
で
古
-
知
れ
i
i所
謂
タ
ス
カ
ロ
ブ
梅
床
の
八

五
七
四
北
よ
り
-
粘
い

八
､
六
三
三
米

で
僻
は
山神
曜
iL
接
ぜ
乃
躍
庭

か
｣緋
糾
し
ホト
0
‥駅
に
日
日不
山神
仙柿
な
あ
･･,pの
托

節
二
番

第
四
班

寧
)

セ
粗

放
雑
拙
文
よ
り
も
遥
か
tこ
岡
方
に
誠
長
す
る
も
6
1で
､
此
¢
晦
渋
坤
_こ
於

て
収
も
粗
い
部
分
が
伊
豆
七
侍
り
米
に
存
在
す
る
1J
L_ふ
邸
班
が
明
瞭
ミ

な
つ
+
轟

で
あ
る
O
水
路
部
の
髄
索

によ
る
ー
(
小
川
)

○
羽

避

確

聞

過

ぎ

石

油

製

品

の
輸

迭

羽
機
軸
_
<
月

7
日

閑
地
L
､
既
設
の
信
越
､
北
陸
ー
山
陰
の
各
紙
1)
鎚
紺
し
て
姦
日
本
の
幹

組
み
完
成
す
る
に
至
れ
る
が
之
れ
が
石
油
事

%.#
に
及
ば
ず
節

7
り
杉
呼
t

石
油
製
品
の
輸
.aB
に
あ
り
｡
在
来
秋
的
疎
石
洲
製
品
は
東
京
､大
阪
､
F
･朋

方
田
に
供
給
ぜ
ら
ろ
～
も
り
多
-
､
是
等
の
油
貨
は
炎
羽
本
紙
に
よ
り
叉

は
舶
川
招
よ
り
桝
糾
さ
れ
居
ii
る
が
羽
越
級
仝
池
tこ
よ
り
輸
訟
系
統
は
向

然
に
礎
.d
せ
ら
れ
..
殊
に
大
阪
下
棚
方
卸
行
合
郊
同
軸
tこ
依
る
こ
TJ
し
な

ち
_‡
射
か
に
し
て
､
距
離
の
煽
縦
に
伴
ふ
小
的
な
貸
金
の
低
下
の
摘
め
薄

給
附
静
TJ
-
少
か
ら
.a
,る
利
糸
海
相
る
に
至
る
ベ
L
｡

(
石
油
呼
鞄
八
月

鶴
_こ
依
る
)

○
佐

渡

は
デ

ス

モ

ス

チ

ル
ス
尊

兄

普

る

今
夏
雄
蕊
大
塔
6
1

加
膝
教
授
が
銀
灰
輿
研
究
の
婿
佐
波

へ
出
旋
中
節
三
組
静
中
よ
り
出
て
ii

ろ
Jデ
ス
屯
ス
チ
>̂
ス
(D
esm
asJy
lzESu
の
乳
歯
私

1
餌
得
て
蹄
ら
れ
i
i.

同
大
塾
の
就
師
小
搾
儀
明
氏
は
発
見
さ
れ
ii
場
所
払
柵
教
す
る
目
的
で
紅

に川
瀬
ぜ
ら
れ
穴
由
で
あ
る
∪
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス
寸L
は

7
稀
の
海
獣
で
あ

る
｡
そ
の
分
類
上
の
所
願
は
今

日
抑

々
な
祝
が

あ

っ
て

T
致
せ
ね
が
柘
牛

如
.1
屈
す
ろ
'J
の
班
が

7
番
措
く
行
に
れ
て
ぬ
る
り

し
か
し
な
が
ら
幽
仁

方
H_‡
れ
て
由
る
説
が
必
L
も
正
し

-
は
な
-
て
今
日
で
は
大
分
.1
怪
し
ま

れ
て
ゐ
あ
の
)で
あ
る
0
デ
ス
巧
ス
ナ
>_
ス
托
q
-前
菜
地
声
狩
G
7粘
成
中
新

世
の
陣
肘巾
･よ
り
放税
肘
…せ
ら
れ
そ
り
弼
tJW
は
徳
永
棚
仰士
TJ
Hお
時
代
LYJ
に
よ
り



詐
柵
に
記
録
さ
れ
41
0

此
発
見
ほ
倣
鼎
鞘
界
り
非
愉
な
る
興
嫉
み
呼
ん
だ

ら
で
あ
っ
ii
｡
其
後
光

北
大
登
り
胎
本
数
授
H-
進
ん
で
此
珍

準
hq
劫
佃
の

研
究
な
さ
れ
㌔

英
紙
鵜
耽
鞠
で
は
英
紙
の
他
に
-=
&
JTqI暢
Q
町
ー
陸
奥
池

田
､
帆
悦
子
内
肘
妃
､北
海
泣
､
天
聖

サ
ビ
ワ
･>
ツ
ペ
グ
､
間
脳
振
ク
ン

ヌ
イ
り
下
シ
ペ
グ
等
に
て
発
刊-i
せ
ら
れ
i1
罫
が
知
ら
れ

て
ゐ
ろ
O
今
阿
り

発
見
に
て
ま
il
i
韓
弛
み
伽

へ
ち
な
得
iI
の
で
愉
快
で
あ
る
｡

光
樹
四
部
で
は
デ
ス
モ
ス
チ
>.
ス
托
中
称
世
に
床
し
デ
ス
モ
ス
チ
'･

ス

に
極
め
て
泣
き
コ
ー
ン
チ
p
サ
ス
ハC
urZI･d
+a
ZZilLS)
(此
屈
は
デ
ス
宅
ス
チ

ル
ス
よ
り
最
近
,1こ
分
LLれ
ii
)
げ
二

段
号
音
-
漸
新
世
に
出
る
｡
佐
腔
の
デ

ス
モ
ス
チ
1.
ス
の
畔
如
け
小
揮
氏
が
や
が
て
糾
遮
さ
れ
や

llJ
ミ
思
ふ
､

其
雄
衆

望

口
も
早
さ
み
の
ぞ
㌔

同
氏
よ
り
り
租
借
1ニ
よ
る
官
デ
ス
屯

ス
チ
ル
ス
¢
厨
の
上
ーこ
11
雑
多
の
見
化
石
み
食
む
地
厨
が
あ
っ
て
い
よ
い

よ
百
日

い
さ
-
で
あ
る
O
(
桐
山
)

〇

日

革

の

自

重

紀

18
其

分

輯

土
佐
図
位
川
-ニ
あ
り
て
拝
島
の

鉱
石
沢
山等

亙
厨
せ
る
砂
岩
中
に
数
柿
G
tri.･･1
ユ

ニ
ア
完

.
阿
波
国
防

浦
川
紋
地
,1
あ
り
て
tユ
硝
石
倍
量

厨
ぜ

ろ

砂
山苛

に
｢
rl
ユ

ニ
7
｣
布

叉
陸
中
幽
宮
古
に
あ
り
て
具

オ
〝
ビ
rl
p
-
ヱ

石
灰
山晋

瓦
厨
せ
る
砂

山.14
中
に
r
rl
p
ゴ
こ
ア
｣
を
産
L
t
記

.1こ
北
海
泣
及
米
韓
に
あ
り
て
-1

｢
セ

ノ
ニ
ア
ン
｣
,J
ぜ
ら
ろ
ゝ
｢
ア
ム
宅
ナ
イ
rL
J
肘
に
仲
ふ
砂
封
印
l1
｢
･i
p
ゴ

ニ
ア
｣
も
捧
せ
り
､此
等
Ql
r
･1
P
誓

言

｣
砂
山完

探
り
て
従
雑
考

へ
ら
れ

L
が
如
-
寧

り
_こ
聖

の
肘
準
モ
な
し
其
雪

r-
p
≡

ア
｣
¢
州
51｡3
在
来

伐
の
不
同
に
郎
せ
ん
ご
て
ろ
が
如
与
川二

時
の
便
宜
t}し
て
は‡
兎
に
角
な

れ
･.,,も
本
邦
自
諜
肘
研
究
の
柄
弊
金
-
滋

_こあ
り
｡
丑
年
り

r
rL
p
ゴ
ニ

ア
｣
に
_ェ
粕
避
あ
り
て
其
の
伴
隠
せ
る
化

石ね
典
'1
L
且
つ
各
々
層
位
的

雑

観

捌
僻
み
典
に
せ
り
､
W,=新
は
鬼

等
り
丁
1
-
ゴ
こ
7
｣
砂
封
に
新
補
め
り
TJ

箔
し
て
分
断
せ
り
｡
記
卦
の
成
せ
L
桝
tl
r
rL
-
..n
エ
ア
｣
の
州
追
払
二が
Id

L
も
ら
な
あ
も
今
後

逐
次
鼎
互
の
暦
位
的
関
係
及
其
の
生
物
の
祁
遮
和
一

肘
明
か
に
せ
ん
?,
試
み
つ
ゝ
あ
り

北
脂
砥
石
狩
閲
カ
所
の
J7rl蛋
紀
瀞
及

節
三
組
厨
の
犀
位
的
研
究
は

今
井
博
ii
に
よ
り
て
布
.rii
れ
矢
部
教
授
の
分

新
法
望

JL
紀
さ
れ
L
,
,モ
殿
賀
す
べ
-
今
筏
適
等
り
化
石
S
配
賦
さ
る
･･

噴
･1
11
拳
鼎
私
神
爺
で
ろ
節
大
な
あ
べ
し
然
れ
Lu
-
下
部
粛
石
犀
探
究
の

粒
束
に
比
し
て
筒
は
数
少
な
H
で
ざ
る
在
追
憶
1号

G
(
江
頗
)

〇
滴

洲

錦

朝

磁

路

の
近

況

汝
西
北
諜
鍵
田
り
閃
資
及
朝
陽
分
団

の交
通
在
日
的
ミ
し
て
縫
紋
中
り
究
難
戟
造
り

L
枚
軸
組
朝
磯
路
G
l鶏
鱗

朝
隙
間
(約
宵
四
十
文
書

敷
設
工
事
托
北
年
率
混
戦
の
影
響
み
受
け
エ
静

頓
排
申
な
り
L
が
昨

十
･二
年
三
月
鞘
び
之
が
工
事
.1
語
手
L
t
鴎
牌
城
外

大
凌
河
の
銭
柚
雑
談
工
率
等
み
越
し
､
昨
年
八
月
中
旬
汝
エ
私
見
.
現
在

璃
蟻
軸
距
ろ
西
方
二
十
支
塊
6
1周
家
鴨
ま
で
開
通
し
た
り
.
而
し
て
本
年

給
水
州
前
に
於
て
大
赦
(
周
家
鴨
払
肥
る
三
十
支
並
〕私
経
て
北
韻
み
細
る

二
十
立
見
の
地
鮎
即
ち
大
政
河
の
東
洋
‥大
破
軸
距
旦

1十
生
娘
)ま
で
開

通
ぜ
し
む
る
粍
定
な
り
ミ
云
ふ
｡
此
大
凌
和
み
組
ぐ
れ
鉄
棒
は
本
工
事
中

の
雛
工
串
w
H
せ
ら
れ
し
所
にこ
し
て
選
挙
滑
水
糊
.1
わ
り
て
1‡
水
撃

1十

尺
河
陥
凹
支
艶
乃
至
人
文
艶
_こ
及
ぶ
=

tJ
蹄
な
ら
ず
､
従
て
恕
楠
.&
問
i

長
距
緋
1,
な
ろ
べ
-
､
現
に
エ

野

中
な
り
｡(
支
那
銀
柴
時
報
約
六
十
二
敬

_こ
よ
る
)

○
ロ

ス

ア

ン
ジ

ェ

ル
ス
港

の
股

盛

北
米
骨
衆
幽
耐
那
加
州
拙

印
の
大
敢
縫
yJ
非
に
ロ
ス
ア
ン
プ
エ
>-
ス
捲
H-ェ
粂
世
鼎
に
於
け
ち
節

7
り

r
a
)一1

七
五



粕

球

石
油
輸
出
捲
+
i
る
_こ
至
れ
り
O
同
湾
が
骨

衆
国
内
の
海
上
貨
物
輸
送
に
於

て
他
の
光
幽
蘭
播
中
如
何
な
る
柚
低
み
占

む
る
か
は
去
来
に
よ
り
て
知
る

海
綿

ベ
L
OT

九
二
三
年
横
山
貨
拘
噸
数

ロ
ス
ア
ン
汐
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ス

八
ー
六
二
三
､
〇
三
六

紐

育

五
~八
七
六
ー
六
八
九

パ
ル
チ
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ア

!
/
五
五
二
､
六
八

l

フ
ヰ
ラ
デ
>-
フ
ヰ
7

7
/
五
四
九
､
二
ハ
九

桑

措

7
'
四
車

1､
〇
三
六

着
の
加
-
口
捲
6
1取
扱
貨
物
噸
数
は
鰍
宵
に

於ける
よ
り
も
三
宵
篤
噸

多
-
､
又
桑
緒
の
約
六
倍
な
ろ
私
知
る
｡
而
し
て
口
捲
り
鞍
山
貨
物
中
七

甘
三
十
謁
噺
は
石
州
な
り
し
三

軍
ふ
｡
(
石
油
時
報
に
よ
る
)

○

露

西

歪

歳

艶

人

共

和

斑

の

土

地

の

性

質

軸
組
人
非
和
樹

は
労
飽
政
府
下
O

f
聯
邦
で
千
九
軍

1十
年
に
形
成
せ
ら
れ
ii
｡
ダ
オ
>～

が
及
カ
ヤ
爾
河
合
洩
り
地
方
み
占
め
土
塊
の
下
の
溶
原
化
二
癖
紀
の
雑

色

泥
択
岩
で
神
曲
を
受
け
て
ゐ
な

い
D
此
の
地
方
は
又
氷
河
作
用
み
発
っ
て

ゐ
な
い
が
､
氷
河
代
位
て
近
い
底
ま
で
来
鶴
L
+
i
摘
め
河
谷
G
l沖
桁
瀞
及

び
糠
石
か
ら
凪
で
迦
ば
れ
て
比
率
i1
煩

い
繋
土
り
形
成
に
は
影
響
な
粥

へ

て
ゐ
ろ
｡
永
い
沙
洪
草
胎
時
代
が
あ
っ
i1
摘
め
_こ
地
米
は
盟
餓
な
チ
エ
か

′
せ
ム
TJ
呼
ば
れ
ろ
土
塊
に
担
つ
il
O
然
し
大
部
分
tヱ
土
塊
が
挿
せ
六
､

を
れ
_ェ
榊
や
舵
や
於
の
森
が
絹
氷
た
こ
亡
､
取
…土
が
酵
成
さ
れ
i1
=
4,J
漉

に
や
～
溶
潤
な
気
候
に
な
つ
ii
燭
め
で
み
ろ
｡
森
6
)械
大
し
て
ゆ
-
･
1モ

ーェ
人
が
欝
ね
焼
-
の
で
妨
げ
ら
れ
ii
U
今
で
は

平
地
の
大
中
_i
耕
地
,1
な

つ
Y
居
Y
.
土
壌
は
創
作
の
一滞
め
.1
櫛
せ
け
lL
な
い
が
酵
率
の
一雨
鹿
が
血
T

壁

】懇

節
?
班
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出

偲
六

に
よ
っ
て
甚
だ
し
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麺
化
す
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清
め
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が
倍
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鞭
ね
ろ
こ

J

u
が
甚
し

い
.
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の
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Z
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な

か
つ
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そ
れ
で
憐
織
布
防
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に
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季
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早
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で
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さ
れ
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の
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な
い
群
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の
粕
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継
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す
こ
亡
に
あ
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ミ
さ
れ
て
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あ
｡

○

ア

ル
プ

ス

山

菜

中

の

交

璃

蹄

ア
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大
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系
な
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に
拘
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雑
多
の
発
泡
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あ

っ
て
古
楽
よ
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よ
く
利
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さ
れ
て
あ
る
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れ
は
ヒ
レ
ネ
-
山
脈
が
俳
樹
西
1J
イ
ベ
p
ヤ
牛
粍
TJ
り
交
弛
み
迎
噺
す

る
に
比
L
智

し

い
粕
暁
で
め
っ
て
ー
イ
タ

サ
ー北
部
町
衆
汚
幣
速
だ
､
=

れ
等
竺
父
流
路
1)
は
極
め
て
賢
帝
な
ろ
関
係
私
有
す
る
.
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､
チ

ユ
ー
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ン
ハ
ト
p
ノ
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市
よ
り
6
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ボ
ー
川
平
野
よ
り
地
巾
海

樺
に
通
す
予
も
り
_こ
け
ア
ル

テ
ヤ
峠

(
四

八
苅
光
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経
て
サ
肘
ナ
滞
､
テ
ン
ダ
峠
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二
C
O
O
光

)
み
経
て
ベ

ン
チ
三
㌢

P
ヤ
描
_こ
誤
る
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が
-
川
平
野
よ
り
ヂ
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ン
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ロ
ー
ヌ
川
の
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流
)
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通
ず
る
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の

に
_ェ
宅
ン
セ
ネ
ブ
ル
峠
(
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八

四
〇
兆
)
が
め
る
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3

が
-
川
平
脚
よ
り
イ
ー
せ
か
川
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I

ヌ
川
の
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流
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通
す
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屯
ン
ス
ニ
峠
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〇
八
玉
来
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･小
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
ド
峠
(
二

7
七
四

光
)
･大
サ
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ベ
ル
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ル
ド
峠
(
二四
五
七
光
)
が

め
っ
て
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･
言

-こ
宅

ン
ス
ニ
峠
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嬰
で
あ

る
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二
､
,,(
ラ
ン
(
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フ
ノ
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よ
り
の
峠
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ポ
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川
平
野
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静
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〇
光
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レ
湖
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紐
ず
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∩
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収
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ヂ
ノ
峠
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∩
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ノ
谷
か
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後
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イ
ン
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鱗
谷
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プ
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ダ
ン
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7
〇
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タ
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か
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が
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川
平
野
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川
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け
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ロ

ブ
ヤ
峠
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八
三
〇
米
Uが
め
っ
て
､
ア
タ
ダ
肴
か
ら

n
巧
湖
か
経

て

イ
ン
川
の
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流
に

池
ず

る
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べ
>L
ニ
ナ
嘩
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n
屯
糊
か
ら
テ
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ナ
谷
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遡
っ
て
イ
ン
川
り
谷
に
通
じ
､
前
潜
t
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し
て
グ
ニ
ュ
ー
ブ

川
油

域
にこ
至
る
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三
ー
ベ
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ス
(
ベ
ネ
チ
ャ
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り
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レ
グ
セ
ン
ソ
ヤ
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デ

ブ
㌢
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T
祖
八

〇
光
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ア
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ダ
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よ
り
イ
ン

川
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齢
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に
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か
ベ
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一
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八
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光
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イ

ン
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流
域
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速
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ブ

レ
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二
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_工
ベ
ロ
ナ
か
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ア
ヂ
ダ
窄
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遡
っ
て

イ
ン
川
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池
す
る
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以
上
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極
め
て
認
嬰
叱
池
踏
み
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し
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の
で
わ
あ
が
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=
れ
鐸
り
峠
に
_

そ
れ
-
ド
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敬
道
が
迫
iし
て
交
油
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に
し
て
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多
い
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ユ
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ン
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ヌ
川
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す
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玖
波
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屯
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光
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1
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湖
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湖
岬
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湖
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湖
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る
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光
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摺
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岡
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迎
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西
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〇
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し
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な
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･ダ

ニ
d
-
ブ
り
各
方

霞

肌

七
七



風
景
の
科
聾

増

配

諸

相
慧
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光
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蒋
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潜
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叉
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潜
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櫛
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潮
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史
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櫛
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に
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ら
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潜
_こ
せ
り
て
托
本
番

に
胎
紛
糾
に
富
め
る
日
本
唯

Z
り

軸
興
輩

1,
し
て

〓
糾
す

べ
き
も
6
1な
り
t,
思
ふ
｡
本
章
の
鉄
郎
は
寂
摂
収
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潜
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憾
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榊
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縮
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